よ しも 

ある 機会で、 予は 下に 掲げる 二つの 手紙 を 手に入れ 

た。 一 つ は 本年 二月 中旬、 もう 一 つ は 三月 上旬、 —— - 

さ. *./ はら 

警察署 長の 許へ、 郵税 先払いで 送られた ものである。 

それ を ここへ 掲げる 理由 は、 手紙 自身が 説明す るで あ 

ろう。 

第 一 の 手紙 

—— 警察署 長 閣下、 

わたくし しょうき 

先ず 何よりも 先に、 閣下 は 私 の 正気 だと 云う 事 を 

御 信じ 下さい。 これ 私が あらゆる 神聖な ものに 誓って、 



迫して 参りました。 ここで 私 は、 ついに 断乎たる 処置 

を 執る 事に、 致した ので ございます。 

そう 云う 必要に 迫られて、 これ を 書いた 私が、 どう 

して、 狂人 扱い をされ て、 黙って 居られましょう。 私 

はもう 一度、 ここに 改めて お願い致します。 閣下、 ど 

うか 私の 正気 だと 云う 事 を 御 信用 下さい。 そうして、 

この 手紙 を 御 面倒ながら、 御 一読 下さい。 これ は 私が、 

私と 私の 妻と の 名誉 を 賭して、 書いた もの で， > J ざ い ま 

す 力ら 

かような 事 を、 くどく 書きつ づける の は、 繁忙な 職 

ごおうしよう 

務を御 鞅掌になる 閣下に とって、 余りに 御迷惑 を 顧み 



思います。 まず Dr. v^emer の 与えて いる 実例から、 

始めましょう。 彼に よります と、 ル ウド ウィッヒ スブ 

まち 

ル クのズ atzel と 云う 宝石商 は、 ある 夜 街の 角 を まが 

る 拍子に、 自分と 寸分 もちが わない 男と、 ばった リ顔 

を 合せた そうで ございます。 その 男 は、 後 間もなく、 

さ こ 

木 樵り が 懈の木 を 伐り 倒す のに 手 を 借して、 その 木の 

下に 圧されて 歿く なりました。 これによ く 似て いるの 

は、 口 ストックで 数学の 教授 をして いた roecker に 

起った 実例で ございましよう。 ベ ッカァ は ある 夜 五六 

人の 友人と、 神学 上の 議論 をして、 引用 書が 必要に なつ 

たもので ございま すから、 それ をと りに 独りで 自分の 



書斎へ 参りました。 すると、 彼 以外の 彼 自身が、 いつ 

も 彼の かける 椅子に 腰 を かけて、 何 か 本 を 読んで いる 

では ございま せんか。 ペッカ ァは 驚きながら、 その 人 

物の 肩 ごしに、 読んで いる 本 を 一瞥 致しました。 本 は 

バイブルで、 その 人物の 右手の 指 は 「爾の 墓 を 用意せ 

よ。 爾は 死す ベければ なり」 と 云う 章 を 指さして 居リ 

ます 。ペッカ ァは 友人の いる 部屋へ 帰って来て、 一同 

に 自分の 死の 近づいた 事 を 話しました。 そうして、 そ 

ことば 

の 語 通り、 翌日の 午後 六 時に、 静に息 を ひきとり まし 

た。 

これで 見る と、 Dop^elgaenger の 出現 は、 死 を 予告 



する ように 思われます。 が、 必ずしもそう ばかりと は 

限りません。 Dr. Werner は、 ディレニウス 夫人と 云 

う 女が、 六 歳になる 自分の 息子と 夫の 妹と 三人で、 黒 

い 着物 を 着た 第二の 彼女 自身 を 見た 時に、 何も 変事の 

起らなかった 事 を 記録して います。 これ はまた、 そう 

云う 現象が、 第三者の 眼に も 映 じる と 云う、 実例に な 

りましょう。 Stilling 教授が 挙げてい る トリップ リン 

と 云う ワイ マ アルの 役人の 実例 や、 彼の 知っている 

某 M 夫人の 実例 も、 やはり、 この 部類に 属すべき も 

ので は ございま せんか。 

更に 進んで、 第三者の みに 現れた ドッペル ゲン ゲル 



の 例 を 尋ねます と、 これ もまた 決して 稀で は ござ いま 

せん。 現に Dr. AVerner 自身 も その 下女が 二重人格 を 

見た そうで ございます。 次いで、 ウルムの 高等裁判所 

長の Piizer と 申す 男 は、 その 友人の 官吏が、 ゲッ ティ 

ン ゲンに いる 息子の 姿 を、 自分の 書斎で 見た と 云う 事 

実に、 確かな 証明 を 与えて 居ります。 そのほか、 「幽霊 

の 性質に 関する 探究」 の 著者が 挙げて 居ります カム パ 

ァ ランドの 力 アクリントン 教会 区で、 七 歳の 少女が そ 

の 父の 二重人格 を 見た と 云う 実例 や 「自然の 暗黒面」 

まう 

の 著者が 挙げて 居ります H 某と 云う 科学者で 芸術家 

だった 男が、 千 七 百 九十 二 年 三月 十二 日の 夜、 その 叔 



のの 事 は、 別にく だく だしく 申 上げる 必要 は ござ いま 

おんぎょく 

せん。 また 実際 音曲に も 踊に も 興味の ない 私 は、 云 

わば 妻の ために 行った ような もので ございま すから、 

プログラムの 大半 は 徒 に 私の 退屈 を 増させる ばかり 

で ございました。 従って、 申 上げようと 思った と 致し 

ましても、 全然 その 材料 を 欠いて いるよう な 始末で ご 

ざいます。 ただ、 私の 記憶に よります と、 仲 入りの 前 

は、 寛 永 御前 仕 4, 口と 申す 講談で ございました。 当時の 

私の 思量に、 異常な 何もの か を 期待す る、 準備 的な 心 

もちが あり はしない かと 云う^ 念 は、 寛 永 御前 仕 合の 

講談 を 聞いた と 云う この 一 事で も 一 掃され は 致します 



へ 参ります と、 妻 はいつ もの 調子で、 「長かった わね」 

と 申しました。 それから、 私の 顔 を 見て、 今度 はおず 

がんしょく 

おず 「どうかして」 と 尋ねました。 私の 顔色 は 確かに、 

灰の ようになって いたのに 相違 ございません。 私 は 

ひやあせ 

冷汗 を 拭いながら、 私の 見た 超自然な 現象 を、 妻に 打 

明けよう かどう かと 迷いました。 が、 心配そう な 妻の 

顔 を 見て は、 どうして、 これが 打明けられましょう。 

私 は その 時、 この 上 妻に 心配 させない ために、 一 切 第 

一 一 の 私に 関して は、 ロを噤 もうと 決心した ので ござい 

ま ^9 

閣下、 もし 妻が 私 を 愛して いなかったなら、 そうし 



たようで ございます。 

さて、 私 は その 夜 以来、 一 種の 不安に 襲われ はじめ 

ました。 それ は 前に 掲げました 実例 通り、 ドッペル ゲ 

ン ゲルの 出現 は、 屢々 当事者の 死 を 予告す るからで ご 

ざいます。 しかし、 その 不安の 中に も、 一 月ば かりの 

日数 は、 何事もなく 過ぎて しまいました。 そうして、 

うち- 

その 中に 年が 改まりました。 私 は 勿論、 あの 第二の 私 

を 忘れた 訳で は ございません。 が、 月日の 経つ のに 

従って、 私の 恐怖な り 不安な リは、 次第に 柔ら げられ 

て 参りました。 いや、 時に は、 実際、 すべて を 

ハ ルシ ネェシ ョ ン 

幻 覚 と言う 名で 片 づけて しまおう とした 事 さえ ご 



さ レます 

すると、 恰も 私の その 油断 を 戒めで もす るよう に、 

第二の 私 は、 再び 私の 前に 現れました。 

これ は 一月の 十七 日、 丁度 木曜日の 正午 近くの 事で 

ございます。 その 日 私 は 学校に 居ります と、 突然 旧友 

の 一人が 訪ねて 参りました ので、 幸い 午後から は 授業 

の 時間 も ございま せんから、 一し よに 学校 を 出て、 

する 力 だ |> した 

駿河 台下の ある カツ フエへ 飯 を 食いに 参りました。 駿 

河 台下に は、 御 承知の 通り あの 四つ辻の 近くに、 大時 

計が 一 つ ございます。 私 は 電車 を 下りる 時に、 ふと そ 

の 時計の 針が、 十二時 十五 分 を 指して いたのに 気がつ 



かぶって いる 私に、 第二の 私に、 何 か 話しかけ ている 

ように 見えました。 閣下、 その 日 は 私 も、 この 第一 の 

私 も、 鼠色の ォォ ヴァ. コ オトに、 黒の ソフト を かぶ つ 

ていたので ございます。 私 はこの 二つの 幻影 を、 如何 

に 恐怖に 充 ちた 眼で、 眺めましたろう。 如何に 憎悪に 

燃えた 心で、 眺めましたろう。 殊に、 妻の 眼が 第二の 

私の 顔 を、 甘える ように 見て いるの を 知った 時には I 

I ああ、 一 切が 恐し い 夢で ございます。 私に は 到底 当 

時の 私の 位置 を、 再現す る だけの 勇気が ございません。 

私 は 思わず、 友人の 肘 を とらえた なり、 放心した よう 

そとぼり せん 

に 往来へ 立ちす くんで しまいました。 その 時、 外濠 線 



状態 を 疑った の は、 勿論の 事で ございます。 しかし、 

私の 頭脳 は 少しも 混乱して 居りません。 安眠 も 出来 ま 

す。 勉強 も 出来ます。 成程、 二度目に 第二の 私 を 見て 

-P や 

以来、 稍と もす ると、 ものに 驚き 易くな つて 居ります 

が、 これ は あの 奇怪な 現象に 接した 結果であって、 断 

じて 原因で は ございません。 私 はどうしても、 この 存 

在 以外の 存在 を 信じなければ ならない ようにな つたの 

でございます。 

しかし、 私 は、 その 時 も 妻に は、 とうとう、 あの 幻 

影の 事 を 話さずに しまいました。 もし 運命が 許したら、 

私 は 今日まで もや はり 口 を 噤んで 居りましたろう。 が、 



に ドッペル ゲン ゲル の 存在が 可能 かと 云う 事 を、 

諄 々 として 妻に 説いて 聞かせました。 閣下、 妻の よ 

うに ヒス テリ カルな 素質の ある 女に は、 殊にこう 云う 

奇怪な 現象が 起り 易い ので ござ います。 その 例 もや は 

り、 記録に 乏しく は ございません。 例えば 著名な ソム 

ナンビ ュ ウルの Auguste Muller など は、 屡々 その 一一 

重 人格 を 示した と 云う 事です。 但しそう 云う 場合に は 

その 夢遊病 患者の 意志に よって、 ドッぺ ル ゲン ゲルが 

現れる ので ございま すから、 その 意志が 少しもない 妻 

の 場合に は、 当てはまらな いと 云う 非難 も ございま 

しょう。 また 一歩 を 譲って、 それで 妻の 二重人格が 説 



明 出来る にしても、 私の それ は 出来ない と 云う 疑問が 

起る かも 知れません。 しかし これ 等 は、 決して 解釈に 

苦む ほど 困難な 問題で は ございません。 何故かと 申し 

ますと、 自分 以外の 人間の 二重人格 を 現す 能力 も、 時 

に は 持って いるものが ある 事 は、 やはり 疑い 難い 事実 

でございます。 フランツ. フォン • バ アデ ル が Dr. 

Werner に 与えました 手紙に よります と、 エツ 力 ルツ 

ハウズ ンは、 死ぬ 少し 前に、 自分 は 他の 人間の 二重 人 

格 を 現す 能力 を 持つ ている と、 公言した そうで ござい 

ます。 して 見 ますれば、 第二の 疑問 は、 第一 の 疑問と 

同じく、 妻が それ を 意志した かどう かと 云う 事に な つ 



私 は 今日 限り、 当 区に 居住す る 事 を 止める つもりで 

ちと 

ございます。 無為 無能なる 閣下の 警察の 下に、 この 上 

どうして 安んじて いる 事が 出来ましょう。 

閣下、 私 は 一 昨日、 学校 も 辞職し ました。 今後の 私 

は、 全力 を 挙げて、 超自然的 現象の 研究に 従事す るつ 

もりで ございます。 閣下 は 恐らく、 一般 世人と 同様、 

私の この 計画 を 冷笑な さる 事でしょう。 しかし 一 警察 

署長の 身 を 以て、 超自然的なる 一 切 を 否定す るの は、 

恥ず ベ き 事で は ございますまい か。 

閣下 はまず、 人間が 如何に 知る 所の 少ない か を御考 

えになる べきでしょう。 たとえば、 閣下の K 用せられ 



る 刑事の 中に さえ、 閣下の 夢にも 御存知に ならない 伝 

染病を 持って いるものが、 大勢 居ります。 殊に それが、 

接吻に よって、 迅速に 伝染す ると 云う 事実 は、 私 以外 

に ほとんど 一人 も 知って いるもの は ございません。 こ 

ゆう ごうまん 

の 例 は、 優に 閣下の 傲慢なる 世界観 を 破壊す るに 足リ 

ましょう。 …… 

X X 

X 

それから、 先 は、 ほとんど 意味 をな さない、 哲学 じ 



みた 事が、 長々 と 書いて ある。 これ は 不必要 だから、 

ここに は 省く 事に した。 

(大正 六 年 八月 十日) 
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